
Learnnet Global School
ラーンネット・グローバルスクール

『自ら学ぶ力』を育てるスクール

2009年4月現在

週1日から放課後の時間を使って受講できます。興味に応じて選べる3つのクラスを設けています。

☆基礎コース：算数(数学)・国語・英語の基礎学力を、自ら学べるプリント教材を使って身に付けます。
　　　（1クラス）　　※自宅で学べる通信コースもあります。

☆応用コース：パソコンでゲームなどのプログラムを作るクラス、レゴブロックやプレイステーション　

（2クラス）　　を使ったクラスなど、楽しみながら創造力や問題解決力を身に付けます

バンビーナ（幼児クラス）バンビーナ（幼児クラス）

フルスクールフルスクール

アフタースクールアフタースクール

日本人が世界的視野の教育を受けられる学校として、1998年六甲山に開校。少人数クラスや独自

カリキュラムの導入など、既存の小中学校とは異なる新たな仕組を取り入れています。

月～金・8:30～15:30　【対象】小中学生　

火・水・土　　【対象】 4才から大人まで　

火～金・9:00～14:00 【対象】3才から就学前まで　

「ひとりで出来るように手伝って」というモンテッソーリ教育の精神に基づいた環境の中で、集中力

や手先の器用さを高め、「自ら学ぶ力」を身につけていきます。
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子どもにもってほしいもの

・夢
・自信と人への信頼

・感性・思いやり・助け合う気持ち
・好奇心・探求心
・思考力
・表現力
・創造力
・行動力
・責任感

ナビゲータの役割

・子どもを信頼し、いい点をみつける

・自ら良い見本を見せる

・本物・自然との経験や人との
出会いの機会をつくる

・子どもとの対話によって刺激し
あい、ともに学び、成長する

Oplysning（オプリュスニング） とは、デンマーク語の教育を表わす言葉
「自分を照らし、相手も照らし、お互いに成長する」という意味。英語の“enlightenment（啓発）”と同義

（※）子どもの学習を側面から支援するという意味で、LGSでは先生でなくナビゲータと呼んでいます

ラーンネット・グローバルスクール の理念

[ 自分の中に火を灯す ]

人との比較や他人の評価について悩むことなく、

自分らしさを前向きにとらえ、

好きなこと・得意なことを見つけ、夢を持ち、

それに自信を持って取り組み、やり遂げることによって、

生き生きと生きる

[ 人と互いに照らし合う ]

人の考えや気持ちをよく理解し、

争うのではなく

ともに行動し、楽しみ、刺激しあうことによって

ともに学び、成長する

Oplysningの実現のために

アフタースクール 施設（教室）バンビーナフルスクール理　念 Ｑ＆Ａ

基本理念：Oplysning

２
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フルスクール の特徴

学年と子どものペースに応じて４つのクラスを設けています。全体の定員が４0名のため、
1クラスの定員は１０名程度です。ひとりひとりの子どもの様子をしっかり観察し、学習
をサポートします。

1～3年中学生

火～金1･2年小学/低学年

月～金

8:30

　～

15:30

時間

1学期：4月初旬～ 7月末

2学期：9月初旬～12月中旬

3学期：1月初旬～ 3月中旬

期間

32名

定員

5･6年

3･4年

対象

小学/高学年

小学/中学年

クラス

●少人数クラスを実現

●社会経験豊富なナビゲータが、子どもの学習をサポート

子どもの学習を側面から支援するという意味で、ラーンネット・グローバルスクールでは先
生でなく「ナビゲータ」と呼んでいます。
ナビゲータは、それぞれが社会人経験があり、その豊富な経験から様々な発想のヒントを得
ています。また、自分が興味を持つ社会分野との関わりを大切にしながら、常に視野を広げ
学び続けています。
また、各分野で優れた能力や豊富な経験をお持ちの方にも外部ナビゲータとして積極的にご
参加いただいています。

３

●六甲山の豊かな自然に囲まれた学習環境

教室である六甲山のびのびロッジは、瀬戸内海国立公園六甲山地区内に位置し、のびのびと
集中して学べる環境が整っています。

● 出る杭を伸ばします ●

LGSではそれぞれの子どもが持つ突出した好奇心や探求心を存分に満たし、個々の持
つ強みをより伸ばして、そこから得られる自信とエネルギーで、様々なことにチャレ
ンジする力を付けます。

● 主体的に学びます ●

先生からの一方通行な受け身学習ではなく、興味あるテーマを自ら見付け出して、調
べ、判断し、表現するよう、物事に積極的に関わって学ぶ姿勢を取ります。

● 本物で学びます ●

教科書やテレビなどから得られる知識だけでは不十分です。現地や博物館などに出掛
けたり、自らの手でものを作り出すなど、実体験を通して頭と心と体で学習します。

● 表現と対話を重視します ●

自分の考えや気持ちを素直に表現し、お互いに刺激し理解し合う機会を多く持ちます。
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４

ペーパーテストによる成績評価は行いません。学期毎にお子さんの学習の様子を報告書にまとめ、

伸びた点や強みなどを保護者面談でお伝えします。

①ベーシック学習で培った基礎学力を使っ

て、②テーマ学習、③プロジェクト学習、

④とことんやろうで、学習を発展させてい

きます。

●自ら考える力を重視した、独自カリキュラムを導入

子どもの興味を引き出し、かつ学習効果を高められるよう、内外の先進的なスクール訪
問やカリキュラム調査を行い、それらを参考にカリキュラムを開発・提供しています。
カリキュラムは以下の４つで構成されています。

①ベーシック学習 　：日本語・算数／数学・英語・音楽・アート・体育など、基礎学力を身に付けます

②テーマ学習　　 　：興味深いテーマを設け、テーマを通して理科・社会を中心に学びます

③プロジェクト学習 ：自分で興味をもったことについて、調べたり実験し、まとめ、発表することによって、

　　　　　　　　　　自ら学んでいく力を身につけます。

④とことんやろう！：好きなことや得意なことを、自ら計画を立てて“とことん”気がすむまで取り組みます。

　　　　　　　　　　じっくり取り組みやり遂げる経験をすることによって、自分に自信をつけます。

②テーマ学習

③プロジェクト学習 ④とことんやろう！

①ベーシック学習

日
本
語

算
数

数
学

英
語

ア
ー
ト

音
楽

体
育



●時間割例（小学３・４年クラス）
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※木曜日の午前中は、右と左の時間割を隔週で交互に実施。

※「とことん/プロジェクト」は、各自が自分のとことん　または、プロジェクトのために時間を使います。

５

ホームルーム

マイ・スタディー

プロジェクト

昼休み

算　数

英　語

昼休み

算　数

掃　除

マイ・スタディー

日本語

音　楽

マイ・スタディー

昼休み

とことん

昼休み

日本語

プロジェクト

テーマ

日本語（書く）

移　動
英語（聴く）

とことん
プロジェクト

テーマ

とことん

とことん
プロジェクト

木曜日水曜日

体育

移　動
日本語（聴く）

日本語（読む）

金曜日火曜日月曜日

日本語（読む）

移　動
英語（聴く）

クラブ

移　動
英語（聴く）

アート

自　然

テーマ テーマ

マイ・
スタ
ディー

移動

掃除

マイ･
スタディー

昼休み
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15分ｘ515分ｘ515分ｘ4日本語（読む）

60分ｘ160分ｘ160分ｘ1体育

ー40分ｘ1ー自然

40分ｘ140分ｘ140分ｘ1音楽

30分ｘ530分ｘ530分ｘ4英語（聴く）

40分ｘ4.540分ｘ4.5ーマイ・スタディー

40分ｘ1.540分ｘ1.540分ｘ2アート

40分ｘ340分ｘ140分ｘ1英語

40分ｘ140分ｘ240分ｘ3算数/数学

30分ｘ530分ｘ530分ｘ4日本語（聴く）

15分ｘ515分ｘ515分ｘ4日本語（書く）

40分ｘ240分ｘ240分ｘ3日本語

中1～中3小3～小6小1～小2

●ベーシック学習の1週間のクラス時間

６

カリキュラム①　ベーシック学習

ベーシック学習は、基礎的な力を身に付けます

●日本語

市販の教材、教科書（国語、書写）など教材

物語、説明文、詩、短歌などいろいろな文章を題材に、語彙をふやし、文章を読み取
り、味わう力を養うとともに、文章による表現力を養う。

文字の習得に関しては、クラスでの学習を中心にスタートし、徐々にマイ・スタディー
を中心とした学習へ移行していく。

正しい日本語を使って、自分の伝えたいことを表現し、かつ相手の伝えたいことを読
み取ることができるよう、言語感覚を豊かにしていく。
更に中学クラスでは、古典や漢文など幅広い文章にふれ、更に理解を深めることを目
標とする。

学び方

ねらい

※上記は平均的なクラス時間です。実際の時間割では、クラス時間は学期によって変動
があります。
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●日本語（読む）

毎朝15分間、自分で選んだ本を読む

毎日継続的に読書をすることにより、本に親しむことを狙いとする。また、内容を理
解し、創造力を養い、本を通して世界が広がることを目標とする。

学び方

ねらい

●日本語（書く）

毎日、1日の終わりに自分の思うことや感じることを書く

毎日少しずつ文章を書くことを通して、書くことに慣れ親しみ、書く楽しみを感じて
もらう。また、言葉、文のつながり、構成を考えながら書くことができることを目標
とする。

学び方

ねらい

●算数／数学

市販の教材教材

各学年で学ぶべき算数/数学の概念などを学びます。

マイスタディーの時間では市販の教材を用いて、自分のペースで進めていきます。わ
からないところはナビゲータに質問し、習熟を確かめながら進めることができるので、
わからないまま単元だけが進んでいくということがありません。一方、どんどん進め
る子は学年に関係なく進むことができます。

基本的な算数／数学の力を身に付ける

学び方

ねらい

●日本語（聴く）

毎日、移動中のバスの中で、物語・詩・古典などを朗読したテープや、NHKの朝の
ニュースを聞く。

美しい日本語を聞く機会を増やし、語彙や表現力をつける。

学び方

ねらい

カリキュラム①　ベーシック学習

・ビデオ、英語絵本、その他市販の教材教材

・ネィティブスピーカーと日本人ナビゲータが協力して担当

・ネイティブスピーカーの英語発音に慣れ、　英語の音に慣れ親しむ

・英語を使ってのアクティビティを通して五感を使いながら英語の使い方に慣れる　

＜小学生＞
・積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を培い、聞くこと、話す事など実
　践的コミュニケーション能力の基礎を養う
・英語の音やリズムに慣れ、数、色、動物、体の部位などの基本的な単語と共に、日
　常生活に必要な会話表現を学ぶ
＜中学生＞
「聞く」「読む」「話す」「書く」ための表現力、理解力とコミュニケーション能力
を身につける
・広い視野から国際理解を深め、国際社会の一員としての自覚を養う

学び方

ねらい

●英語

７
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●芸術／アート

紙、ねん土、木材、布など教材

色々な素材を使って、表現を楽しむ

自由な発想を楽しく表現する

学び方

ねらい

●芸術／音楽

合奏をする。歌をうたう。

ピアノ、リコーダー、ピアニカ、自作楽器、ミュージックベル、ビデオ

音楽のいろいろな面を知り、楽しむ。みんなで音楽をする楽しさを味わう

学び方

教材

ねらい

●体育

公共の施設・グランドに出掛け、様々なスポーツ（サッカー、野球、キックベース、
バスケットボール、ドッジボール、水泳など）を行う。スポーツをしながら、ルール
やチームワークなど、社会性を身に付けていくことも心がけている。

体を動かすことを好きになる

学び方

ねらい

８

●マイ・スタディー

市販の教材教材

日本語、算数/数学、英語の学習を通して、計画ををたてる、実行する、習熟を確か
める、自分を振り返る、教材を管理する、時間の使い方など、学ぶために必要な力を
身につけて行く。

日本語、算数/数学、英語を確実に習熟する。

自分で学ぶためのいろいろなスキルを身につける。　

学び方

ねらい

カリキュラム①　ベーシック学習

●英語（聴く）

毎日、移動中のバスの中で、英語の歌やお話のテープを聞く。

自然な英語を聞く機会を増やし、英語の音に慣れる。

学び方

ねらい

●自然

六甲山探検、植物の観察と栽培（菜園作り、バケツ稲作りなど）、オリエンテーリン
グ、火起こしなど。

キャンプリーダーとして全体キャンプを企画・実施することをめざして、必要な技術
の練習をしていく。

自然に親しみ、自然の中で生活する力を身につける

学び方

ねらい



以下のように、子どもにとって興味深いテーマを設け、 そのテーマに沿って様々な側面から学びます。

テーマに沿って、調べる・実験する・作る・話し合う・考える・まとめる、といった活動をします。

それによって、コミュニケーション（日本語・英語）、算数、理科、社会、芸術の基礎的な学習項目を

学びます。テーマはバランスを考慮して選び、1週間に2回（８０分×２コマ）行ないます。期間はテー

マによって異なります。

パン　アイスクリーム

光とかげ　お店　みのりの秋

行く年来る年　交通

植物　電池

お金　建築　飛行機

雪　　技

川の自然　水

あたためる　紙　星空

地図　木工

小学低学年
小学高学年

小学中学年

カリキュラム②　テーマ学習

アフタースクール 施設（教室）バンビーナフルスクール理　念 Ｑ＆Ａ

９

ＥＣＯ　混ぜる

伊能忠敬　坂本龍馬

世界の家　今年のニュース

力　　伝える

中学

☆ カリキュラム例　テーマ：天気 ☆

天気の種類を考える（晴れ、曇り、雨、雪） 天気の単語 天気の種類

水の循環を学ぶ 大きな数 水の循環

雲から雨が降る仕組みを調べる 雲、雨

雲を作る実験をする 断熱膨張

虹の絵を描く 絵画

虹の色を調べる 光の屈折

天気に関することわざを学ぶ
漢字

ことわざ

俳句をつくる（季語） 俳句

地球上で砂漠、極地、熱帯がある場所を調べる 地理

その場所の気候の特徴を調査する 気候区分

地球上に暑いところと寒いところができる理由を知る 地軸の傾き

地球温暖化、異常気象について調べる 環境問題

自然環境を守るためにできることを考える 環境問題

４，５回目で調査したことを発表する
プレゼン

テーション

５回目：人間と自然（天気）が仲良くなるには？

６回目：調べたことを発表する

芸術算数 理科 社会

１回目：雨はどうして降るの？

日本語

２回目：雲のできるしくみは？ 虹はどうしてできるの？　

３回目：天気に関係する文字やことばを探そう

４回目：なぜ砂漠やジャングルや氷だけの場所があるのか？

英語
科目内容



テーマ：様々な秋のみのりを味わい、六甲山を歩きながら、秋という季節に触れました。
なぜ秋に実がたくさんなるのか、実や種はどのように運ばれ芽を出すのかを考え、それぞ
れが種の物語を作りました。

（種の物語を作ろう）

六甲山を歩きいろいろな種や実を拾ったあとに、それ

ぞれの実を観察して、「食べられる種」「飛ぶ種」「

くっつく種」「転がる種」「はじける種」の５つのグ

ループに運ばれ方を想像して分けてみました。見てす

ぐに分かるものもありましたが、分からないものは実

際に飛ばしたり、転がしてみました。

その中から一つ種を選び、その種ができてから芽を出

すまでの「種の物語」を作りました。船の上に飛ばさ

れて遠くの島まで行く種や畑でにんじんと一緒に育つ

種、子どもに大事に育てられる種など特徴を捉えて、

豊かな創造力でお話を作っていました。　　

（ 干し柿を作ろう！ ）

六甲山にある柿の木から実をもぎ、さっそく試食。「う

わっ、しぶっ！」「この渋い柿をあま～くするにはどう

したらいいと思う？」「わかった！干し柿にしたらええ

んや！」。

ロッジに戻って皮むきに挑戦！初めてナイフを持つ子も

いたので、初めにナイフと柿の持ち方を指導しました。

あとは自由にそれぞれが皮をむいていましたが、うまく

剥けずに泣き出す子も。それでも何とか３０個ほどの柿

をむき、教室にはったロープにつるしました。

カリキュラム②　テーマ学習
　

　事例：みのりの秋（小学低学年）
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（ 私の秋の七草 ）

ロッジの周りに生えている草花を選び、それぞれが自分

自身の秋の七草を作りました。普段見慣れている草花も

ありましたが、見たこともないものもありました。

「これなんやろう？」手で触ったり、においを嗅いだり、

体のいろいろな部分を使って植物を観察しました。選ん

だ植物をデジカメで撮影し、ロッジに戻ってプリントア

ウトし、図鑑を使って名前などを調べました。タンポポ

やシロツメクサなどはすぐに分かりましたが、キク科の

花は似たようなものがたくさんあり、どれなのかがわか

りにくく、「これちゃうん」「でも葉っぱの形がちょっ

と違うで」など、鋭い観察力で調べていました。

毎週１つずつ試食し、「まだ渋い！」「だいぶ甘くなってきた」とチェックするのがみんなの楽しみにな

りました。

自然に囲まれたのびのびロッジにいるからこそ、このように実体験を通した学習が可能になります。低学

年のテーマ学習は、特に体験からいろいろなことを吸収できるようにデザインされています。



テーマ「水」では、「水を温めたらどうなる？」「水は何℃で氷になる？」といった理科的
な側面と、「水道の水はどこから来るのだろう？」「流しから流した水は、どこへ行くのだ
ろう？」といった社会的な側面から学びました。

（ できるだけたくさん実地見学 ）

（ 簡単な実験でも・・・ ）

「水を温めたらどうなるだろう？」ということを調

べるために、鍋に入れた水をコンロで熱し、その温

度を測って表に記録しました。

極めて単純な実験なので、ナビゲータは「ちょっと

つまらないかな？」と心配していました。完全に沸

騰して、温度の変化もなくなってきた頃、「じゃあ

そろそろ・・・」とナビゲータが言うと、「まだや

りたい！」と子ども達が言い出しました。すぐに飽

きるだろうと思っていたナビゲータは、「好きなだ

けやっていいよ。」と言うと、その後ひたすら温度

を測り続け、「あ、１℃上がった！！」 「変化なし

！」

と叫びながら、お湯がほとんどなくなって温度が測れなくなるまで、なんと３０分以上もほとんど

変化のないお湯の温度を測り続けていました。

思い存分実験したことで、沸騰したら水の温度が変わらないことや、水がどんどん減っていくこと

などを体験できました。

よくわからなかったところは、少し後戻りしてもう一度見ながら、じっくり見学させていただきまし

た。

貯水池では、まずはその大きさに子どももナビゲータもびっくり！運良く放水していた時間だったの

で、巨大なダムから大量の水が流れる迫力満点の光景を見ることができました。子ども達も、「すげ

ー！」「でかいー！！」「これって海？！」と、ダムや貯水池の大きさに驚くばかりでした。

本物を見た感動は、ビデオや写真だけでは決して味わえません。このようにテーマ学習では、「本物

」を見るためにできる限り外部に見学にいくようにしています。

「わたしたちの使っている水はどこから来るのだろう

？」ということを調べる為に、神戸市最大の千狩（せ

んがり）貯水池・浄水場に　見学に行きました。案内

をしてくれたおじさんは、いつもは50～100人の子

ども達を相手に説明しているので、７人で行ったわた

し達にはとても親切に話してくださいました。

浄水場では、「このタンク何？」「この網は何のため

についてるの？」と、思うがままに質問する子ども達

に対して、一つ一つ丁寧に答えていただきました。

カリキュラム②　テーマ学習

　事例：水（小学中学年）
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テーマ：食べるでは、栄養のバランスを考えた食事の必要性、意味を知り、食べ物を作

る現場を体験することで食べることの有り難さ、作ることの楽しさを味わうことを狙い

としました。

（ 職人技を見学体験 ）

　神戸の老舗パン屋フロイン堂でパン作りの全行程を見学、一部体験を

しました。朝８時から１５時まで立ちっぱなしで職人さんのパン作りを

見学。流し台のシンクを２個つないだような槽で60kgのパン生地と格

闘している職人さんの姿を目の当たりにし、美味しさを作り出すこだわ

りの技に触れた気がしました。寝かせた生地から気泡を抜く作業（パン

チを入れる）を体験してみました。一生懸命やるのですがなかなかいい

音が出ず見ているのと実際にやるのとではまるで違うことを実感できた

ようです。自分でこねたパン生地を丸めて型に入れ食パンを一槽式の窯

で焼いてもらいました。おみやげに持ち帰り家族で味わいました。お母

さんの「懐かしい味がするね」のコメントに、作ることの楽しさ、人が

喜ぶ心地よさを少し感じたようです。

　テーマ学習では本物を見るためできるだけ見学や体験に出掛けます。

（食材と栄養素、栄養素の役割、消化の仕組みについて調べる ）

そして学んだことを基に調理実習をしました。グループご

とに献立を考え調理法を調べ、材料調達から調理までを実

際にやり味わってみました。おにぎりの山が残ってしまっ

たり、具のないみそ汁や、とても塩辛いみそ汁、スクラン

ブルエッグに変身してしまったプレーンオムレツが飛び出

すなどいろいろなことがありましたが楽しく食べることが

できました。

　見学や体験を通じて興味を持ったことや気づいたことについて各自が調べたり実習したりしました。旬の

野菜や食品添加物について調べたり、みそ汁のだしの取り方や幼児向けのみそ汁を研究してみたり、スパゲ

ティーの作り方を練習したり、各人各様の研究テーマでした。これらの実習や研究テーマの成果をもとに再

度献立を作り２度目の調理実習で味わいました。自分たちの腕がグンと上がったことを実感しました。その

一部は学期末の発表会で保護者の方に味わっていただきました。

　このテーマを通じて　おいしく食べるには？　安心して食べるには？　効果的に食べるには？　などの興

味が湧いてきたようです。今後の「プロジェクト学習」や「とことんやろう」にどのように発展していくの

か楽しみです。　

カリキュラム②　テーマ学習

事例：食べる（小学高学年　中学生）
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献立の４つのお皿(主食、主菜、副菜、汁物）をスタートに、まず食材と四大栄養素のつながり、栄養素

の役割を学びました。次に一日の食事の内容を調べ、バランスよく栄養がとれているのか各自で評価しま

した。また食べたものがどのように体で消化吸収されどこで使われるのかを消化器系の臓器の位置、機能

、体の調節機構とあわせて学びました。アンバランスな食事や不規則な生活習慣と病気（生活習慣病）の

関係についても学び、バランスのとれた食事の大切さを理解しました。



次のステップで、個人又はグループで取り組みます。それによって問題解決能力を身に付けます。

・磁石はどうしてくっつくの？

・ノーベル賞って何？

・映画館ではどうしてポップコーンを食べるの？

・クワガタの生態について

・べっこう飴はどうやって作るの？

☆ テーマの例 ☆

☆ プロジェクト学習事例 ☆

日頃「知りたい！」とか「どうして？」と思っていることをテー
マに決めます

１．テーマを決める

まとめたことを、みんなに発表します

２．調べる
インターネットや図鑑で調べたり、現地見学やインタビューを行

ったりします

３．まとめる
調べた内容やわかったこと（結論）を、画用紙にまとめたり、プ

レゼンテーションソフトなどを利用して、資料を作ります

４．発表する

テーマ：恐竜を作ろう！　

１．テーマを決める：恐竜が大好きなＡ君は、「色々な恐竜を折り紙で作って、ジオラマを作る！」

　　　　　　　　　　ことをテーマにしました。

２．調べる　　　　：恐竜の図鑑と、折り紙の本を見ながら、たくさんの恐竜を折り紙で作りました。

３．まとめる　　　：作った恐竜を画用紙に貼って、名前やバックの絵を描いて、まとめました。

４．発表する　　　：保護者の方々も集まる発表会で、みんなに発表しました

カリキュラム③　プロジェクト学習
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トリケラトプス

ステゴサウルス カスモサウルス

プレシオサウルス



子ども達が「とことん」と呼ぶ最も人気のクラス。その名の通り、興味あることに“とことん”打ち

込む時間です。個人又はグループで、次のような流れで進めていきます。

☆ 事例：秘密基地作り ☆

六甲山のびのびロッジの敷地内には木がたくさんあり、土もやわらかく、スコップや木板にも事欠かな

いということがあって、しばしば子ども達は「秘密基地」を作ります。小学３年のＡ君とＴ君の二人は

、斜面の木立の中にある場所に基地を作ることを決めました。まずは縄張りを示すためにひもを張り、

「ここから松ぼっくりを落とせるようにしよう！」「落とし穴を作ろう！」と、いろいろな仕掛け

小学４年生のＭさんは、お菓子作りが大好きです。まずは「ゼリーを１

００個作る！」と意気込んで作り始めました。初めは手際が悪く、ナビ

ゲータに手伝ってもらったり、片づけに手間取って時間が全く足りなか

ったこともありましたが、何度も作ることで、一人で手際よくできるよ

うになりました。「１００個も作るの大変じゃない？」と聞いたら、「

ううん、ゼリーって簡単やで。」

を考えながら、作りました。

また、それを見ていた小学６年のＴ君は、その近

くに一人で基地を作り始めました。カーテンや車

のドアなどを集めて作ろうとしましたが、いまい

ちうまくいきません。そんなとき、ある公園で自

然の木を利用して作ってある小屋を見つけて、が

らっと方針変更！こんどはあちこちに落ちている

枯れ木の枝を見つけてきて、それを組み始めまし

た。多少強度には難はあるものの、自然に溶け込

んだ基地が完成しました。

・ゼリーを１００個作る

・三角おにぎりを握れるようになる

・庭に畑を作って野菜の栽培をする

・ルアーを１００個作る

・パチンコを作る

☆取組内容の例 ☆

自分の興味のあること、得意なことの中から、取り組みたい内容
を決めます

１．取組内容を決める

２．目標を立てる できるだけ具体的に、目標を立てます

３．とことん取り組む 目標を達成するまで、とことん取り組みます。

カリキュラム④　とことんやろう！
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【募集日程】新小学1年生の募集は、９月と１月の２回実施いたします。

　　　　　　編入の方の募集は、学期毎に（5月、９月、１月）に実施しています。募集対象学年に

　　　　　　つきましては、お問い合せ下さい。なお、中学からの入学は受け付けておりません。

　　　　　　

【選考】　　お子さんの体験入学、及び保護者面接を行います。

　　　　　　選考に当たっては下記の条件をもとに判断させていただきます。

・お子さんがスクールを気に入っていただくこと

・保護者のお考えとスクールの考えに大きな相違がないこと

・体験を通じ、お子さんが他のお子さんやナビゲータとコミュニケーションが

とれること

【考査料】　5,000円　（願書提出時にご納入下さい）

【応募方法】「入学願書」に、考査料をそえてご提出下さい。願書をご郵送される場合は、

　　　　　　考査料はお振込の上、その振込明細書をご同封下さい。

　　　　　　

【日程】

※見学日への参加は任意ですが、スクールへのご理解を深めていただくために

参加をお勧めします。見学日は上記以外にも、月１回程度実施しております。

【学費】

　　　　授業料（年額）720,000円（教材費、施設使用料等を含む）＋スクールバス費用（年額）72,000円
　　　　入学金　　　　200,000円
　　　　

　　　　（※1）1家族で2人以上入学の場合、2人目以降は入学金150,000円
　　　　（※2）バンビーナからの内部進学の場合、入学金は100,000円
　　　　（※3）小学⇒中学への内部進学時の入学金は不要

フルスクール生徒募集要項

１月募集９月募集5月募集

１月２０日（水）９月１８日（金）6月10日（水）見学日

２０１０年４月

２月　６日（土）

２月２日～５日

１月２６日（火）

２０１０年

１月１７日（日）

９月２９日（火）６月16日（火）応募締切

９月１３日（日）6月　7日（土）説明会

２００９年度の募集日程

２０１０年１月

（新１年生は４月）
２００９年９月入学時期

１０月６～10月９日６月23～25日体験入学

１０月　９日（金）7月　4日（土）保護者面接
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バンビーナでは、子どもたちの自発的な活動を援助するために下記のような環境を整えています。

　縦割りクラス ：３才～６才の子どもたちが同じ場所で過ごすことによって社会性を養い
　　　　　　　 　 他の子どものやっている様子を見て模倣や目標（あこがれ）にできる。

　教具　 　　 ：本物で子どもサイズの物を子どもたちが自分で選べるように配置してある。
　　　　　　　　 （モンテッソーリ教具も取り入れている）

ナビゲータ ：「ひとりで出来るように手伝って」という子どもの気持ちを受けとめ
　　　　　　　 　 一つのことに集中して取り組めるような雰囲気作りをする。

アフタースクール 施設（教室）バンビーナフルスクール理　念 Ｑ＆Ａ

バンビーナ の特徴

バンビーナで身につけてほしいこと

☆自分のことが自分で出来る（自立・自律）

☆自分で決めたことを最後までやり遂げられる（学ぶ姿勢）

☆自分のことだけでなく、人の気持ちを考えたり、まわりに気を配ることができる（社会性）

１６

卒園後、小学校とのつながり

バンビーナで身につけた自立性や学びのサイクルを活かすためにフルスクールとアフター

スクールがあります。バンビーナの卒園生は優先的にフルスクールに進学できるようにな

っています。

小学校に進学した場合でも、徐々に新しい環境に適応し、自分らしさを発揮していくケー

スが多いようです。



● ねらい

・集中してやり遂げる経験を繰り返す
・自分で判断して行動する
・興味あることをとことんやる
・いろいろな体験を通して五感を磨く それによって、右のことが

育つようナビゲータが支援

自信・集中力・自立心
自分の意志・判断力
好奇心・探求心
思いやり・感性

●1日の流れ

8:45～ 9:00　来る時間

9:00～10:30　個人活動の時間（室内）

10:30～11:30   個人活動、又はその他の活動

11:30～12:15　お昼ごはん

12:15～13:30　個人活動、又はその他の活動

13:30～14:00　活動発表、絵本の読み聞かせ、歌

14:00　　　　　 帰る時間
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バンビーナ のカリキュラム

●個人活動の時間

　　子どもたちが個人の興味に基づいて、教具を選び、取り組んでいく時間です。バンビーナには

　　モンテッソーリ教具をはじめ、子どもの発達段階に応じた教具が用意されています。

　　教具の例

　　　日常生活の練習：実生活をする上での技術や人や物に対する思いやりの心を育てます

　　　感覚　　　　　：五感の発達や物事を整理、分類、創造、想像する力を育てます

　　　言語　　　　　：言葉（日本語）を聞いて意味が分かったり、読んだり、自分で表現する力を　
　　　　　　　　　　　育てます

　　　数　　　　　　：数に対する興味や、数を使った活動が楽しくなるようにします

　　　文化　　　　　：地理、地図、国旗、生命の歴史など

　　　造形　　　　　：絵かき、パターンブロック、積み木、アイロンビーズ、折り紙、工作など

●その他の活動 とは

　　外遊び（園庭で遊んだり、公園へ出かけることもあります。）

　　音楽に合わせて歌ったり、体を動かしたりする。

　　花や野菜を育てる、虫を観察する、生き物を飼う。

　　絵本を読む、読んでもらう。 など



バンビーナ 概要　

●概要

【対象】３才～

【定員】１０名（年齢混成で１クラス、ナビゲータは２名常勤しています）

【開園】火～金　9:00～14:00

【日程】1学期：200９年4月　7日（火）～ 7月１６日（木）

　　　　2学期：200９年9月　１日（火）～12月1６日（水）

　　　　3学期：200９年1月　８日（金）～ 3月1７日（水）

【教室】岡本わくわくハウス（阪急岡本駅、JR摂津本山駅より徒歩3分）　

【学費】保育料　（年額）480,000円

　　　　入園金　　　　　100,000円

　　　　（※1家族で2人以上入園の場合、2人目以降は50,000円）

●入園までの流れ

　１．説明会

　２．見学　　　： 9:30～10:30に園の様子を見学していただくことができます

　３．願書提出　：考査料4,000円を添えて、ご提出下さい。 　

　４．プレ体験　：他の園児がいない環境で親子で短時間（30分～１時間）の体験を行います

　　　　　　　　　（14:30～)

　５．１日体験 ：他の園児たちと一日一緒にすごします（9:00～13:00）

　６．保護者面接：保護者の方のお考えが、バンビーナの考えと大きくズレがないことを確認

　　　　　　　　　させていただきます
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